
【別表１】事業所等明細書　記入例

○○ 年 3 月 31 日 まで
○○株式会社

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

㎡ ○○ ・ 4 ・ 1 円

㎡
計 12 月

○○ ・ 4 ・ 1

計 9 月

○○ ・ 12 ・ 16

計 3 月

・ ・

計 月

・ ・

計 月

・ ・

計 月

・ ・

計 月

・ ・

計 月

事業所等の名称 所 在 地 及 び ビ ル 名

まで

まで

まで

から

8,215.04

専用床面積　㋐

明
細

区
分

・ 31

1 高蔵寺営業所 中央台○丁目○番地○ 849.41

849.41

1

2

1 から

・

294,385,871

2 ・ ・

処理事項  事業所用家屋の所有者（住所・氏名）

※

処　理
事　項

事業所等明細書

年

明 細 区 分 の 別

　１　算定期間を通じて使用された事業所等

申告区分

共用床面積　㋑

第
四
十
四
号
様
式
別
表
一

まで

管理番号

 従      業     者     割 　

従業者数　㋓

人

88

同 上 の 月 数

資 産 割

1○○ から

春日井支社 鳥居松町〇丁目〇番地 7,650.56

2 名古屋市中区三の丸●目□番△号
△△株式会社

564.48
294,385,871

2 ・ 12 ・ 15

から

40 33,213,842

・ 3○○

○○

40 11,233,841

2 ・ 3 ・ 31○○

1 勝川店 松新町○丁目○番地 948.36

948.36

から

まで

8,215.04

44,447,683

2 ・ ・ まで

1,797.77

まで

から

88
から

80

1

2

1

・

から1

まで

・

から

・ ・

・

7
6

従業者給与総額
㋔

㎡

事業所床面積
（㋐＋㋑）　㋒

使用した期間（    年月日）

整理番号 事務所 区分

算
定
期
間

　２　算定期間の中途において新設又は
　　　廃止された事業所等

氏 名 又は
名        称
個人番号又

は法人番号

4 月 日

※

1

2

事業所等の名称は「本社」または「○○営業所」

等と記載してください。

その所在地およびビル名を記載してください。

この申告の対象となった事業所用家屋を所有す

る方と使用する方が異なる場合のみ所有者の住

所・氏名を記載してください。

算定期間末日または廃止の日現在に、事業所
等の用に供する専用の部分の延べ面積を記載
してください。

専用床面積に対応する共用部分の計算書（別表

４）の⑥の共用床面積を記載してください。

「専用床面積」と「共用床面積」の合計を記載して
ください。

この欄は記載しないでください。

明細区分の２に該当する場合に、事業所等を使用した期間
の年月日を記載してください。

算定期間中に支払われた給与等の総額を記載してください。

「明細区分」の欄は、次により記載してください。

１は、事業所等が算定期間を通じて使用された

もの、２は事業所等が算定期間の中途において

新設または廃止されたものをいいます。

計は１または２のそれぞれの合計をいいます。

明細区分に従って、該当する項目に○印を付し

てください。

明細区分の２に該当する場合、月数は次により記載してください。

（１） 算定期間の中途において新設された事業所等（（３）を除きます） ・・・ 新設の日の属する月の翌月から算定期間の末日の属する月までの月数

（２） 算定期間の中途において廃止された事業所等（（３）を除きます） ・・・ 算定期間の開始の日の属する月から当該廃止の日の属する月までの月数

（３） 算定期間の中途において新設され、かつ廃止された事業所等 ・・・ 新設の日の属する月の翌月から、当該廃止の日の属する月までの月数

端数処理のしかた

床面積について

それぞれの記載欄ごとに１㎡の１００分の１未

満を切り捨て。

従業者給与総額について

それぞれの記載欄ごとに１円未満を切り捨て。

算定期間末日または廃止の日現在における従業者数を記載
してください。
ただし、当該算定期間に属する各月の末日現在における従業
者の数のうち最大であるものの数値が、最小であるものの数
値に２を乗じて得た数値を超える場合は、当該算定期間の各
月末日現在における従業者数の合計を当該算定期間の月数
で除して得た数値を記載してください。

課税標準の算定期間を記載してください。


